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角田駅前で全員集合！ 

H2ロケット実物大模型の前で 

仙臺テラスに集った旅・グルメ同好会の皆さん 

石巻市雄勝から直送の生牡蠣 

▼
東
北 

 宮
城
県
角
田
市
を
遊
歩
・歩
こ
う
会 

八
巻 

健
（Ｔ
Ｂ
Ｃ
） 

歩
こ
う
会
は
、
福
島
県
甲
子
高
原

に
発
す
る
阿
武
隈
川
が
悠
然
と
北
流

す
る
宮
城
県
角
田
市
（
か
く
だ
し
）
を

歩
い
て
き
ま
し
た
。 

時
は
令
和
６
年
５
月
16
日
。
前
日

ま
で
の
青
空
を
隠
し
た
濃
霧
を
前
に

参
加
者
11
名
は
駅
舎
を
バ
ッ
ク
に
集

合
写
真
を
撮
る
と
、
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
実

物
大
模
型
が
天
を
衝
く
台
山
公
園
を

目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。 

              

同
模
型
は
全
長
49
ｍ
、
直
径
４
ｍ
と

言
わ
れ
、
近
づ
い
て
見
上
げ
る
と
、
そ

の
巨
大
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
模
型
の
隣
に
立
つ
ス
ペ

ー
ス
タ
ワ
ー
の
最
も
高
い
45
ｍ
迄
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
上
が
り
ま
し
た
。
見
え
た
の

は
、
隣
の
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
実
物
大
模
型

と
ご
く
近
場
だ
け
。
他
の
景
色
は
濃

霧
に
包
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。 

        

次
に
靴
を
脱
い
だ
の
は
郷
土
資
料

館
で
す
。
明
治
初
年
か
ら
大
正
年
間

に
か
け
て
郷
土
の
旧
大
地
主
が
建
築

し
た
豪
華
な
つ
く
り
の
純
和
風
邸
宅

で
、
昭
和
60
年
に
角
田
市
が
譲
り
受

け
て
郷
土
資
料
館
に
整
備
の
由
。
豪

華
な
つ
く
り
が
目
を
く
ぎ
付
け
に
し

ま
し
た
。 

阿
武
隈
川
の
流
下
音
を
耳
に
、
残

雪
光
る
蔵
王
連
峰
遠
望
の
遊
歩
イ
メ

ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
濃
霧
に
阻
ま

れ
た
遊
歩
デ
シ
タ
。 

地
元
め
し
と
地
酒
を
楽
し
む
会 

庄
司 

精
一
（Ｏ
Ｘ
） 

仙
台
で
は
夜
の
街
・国
分
町
に
陰
り

が
見
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
加
え
仙
台

駅
東
口
の
再
開
発
で
若
者
を
中
心
に

人
の
流
れ
が
駅
周
辺
へ
と
大
き
く
シ
フ

ト
し
て
い
る
。 

旅
・
グ
ル
メ
同
好
会
の
春
の
企
画
は

「
地
元
め
し
と
地
酒
を
楽
し
む
会
」
。

会
場
は
国
分
町
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

そ
う
と
考
え
る
有
志
が
、
そ
の
起
爆

剤
に
去
年
の
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
お
店
「
仙
臺

テ
ラ
ス
」。 

              

お
料
理
７
品
、
飲
み
放
題
２
時
間

で
６
千
円
の
コ
ー
ス
。
飲
み
物
は
ビ
ー
ル
、

焼
酎
、
宮
城
の
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
と
多
彩
。

日
本
酒
は
地
元
の
名
酒
10
銘
柄
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。 

石
巻
港
に
揚
が
っ
た
マ
グ
ロ
の
お
刺

し
身
、
浜
直
送
の
生
ガ
キ
、
宮
城
サ
ー

モ
ン
の
焼
き
物
、
仙
台
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
と
こ
だ
わ
り
の
料
理
が
続
き
、
〆

は
春
セ
リ
と
あ
ぶ
ら
麩
を
卵
で
と
じ

た
お
鍋
。
春
セ
リ
の
鍋
は
珍
し
い
。
現

役
時
代
は
国
分
町
に
通
っ
た
お
歴
々
、

美
味
し
い
酒
と
料
理
で
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
た
。 

時
代
が
変
わ
れ
ば
街
も
変
わ
る
。

キ
ャ
バ
ク
ラ
が
ひ
し
め
き
高
級
ク
ラ
ブ

が
多
い
国
分
町
は
〝
若
者
の
街
〟
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
。 

 
 


